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nによって著された，この問題の50周年を記念する「50 years of first passage percol
ation」という書籍の中では，本論文で扱われた問題が未解決問題として挙げられて
いた．本論文の主結果は古典的な独立確率変数の最大値に関する結果に近い精度で
解決するものであり，問題の複雑さを考慮すると極めて精密な結果と言える．分布
の末尾に関する若干の仮定がおかれているが，極値分布理論において標準的なもの
であり，強い制限ではない． 
上からの評価においては，最速浸透時間の大偏差原理が重要な役割を果たしてい
る．辺通過時間の分布が十分早く減衰する場合にはCranston, Gauthier, Mountfordに
よる研究があるが，本論文の一般性で議論を進めるにはより一般の状況に拡張する
必要がある．これはスピングラスの平均場モデルの一つであるgeneralized random e
nergy modelに着想を得た議論で示されており，それ自体興味深い結果である． 
次に下からの評価については，期待値に注目して媒質の取り替えを用いるのはvan
 den BergとKestenのアイデアであるが，求める精度の評価を得るためには「通過時
間が大きい辺を通ることで最速浸透時間が減少する」ような媒質が実現する確率を
下から評価する必要がある．これは実際にそのような媒質を作ってみせることに
よって実行されるのであるが，空間次元と辺通過時間の分布に応じて極めて精緻な
構成を行う必要がある． 
 以上のように本論文は当該分野の一つの重要な問題を解決する価値の高いもので
あり，さらにその方法からは幅広い知見と確率論的にも離散幾何的にも複雑な議論
を遂行する能力が認められる．実際に二篇の参考論文においても，本論文の中核と
なったvan den BergとKestenのアイデアをさらに発展させることで，浸透領域の境
界の揺らぎの発散や最適経路の形状に関する重要な結果が示されている． 
なお中島秀太氏の学位はKTGU数学系サブユニットが進めるスーパーグローバル
コースによる学位となる予定であることを附言しておく．本論文はスーパーグロー
バルコースの規定に従い，副指導教員であるBolthausen教授にも査読を依頼した．同
教授は本論文を非常に高く評価し，学位論文に十分に値するものであると報告され
た． 
よって本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める．また平成3
1年1月10日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認
めた． 
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